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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号 24-1-069 

補 助 事 業 名 平成２４年度 国内スポーツ競技力向上のための事業 補助事業 

補助事業者名 特定非営利活動法人 育てよう未来のオリンピックメダリスト 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

次世代の日本を担っていくであろう子供達に、スポーツを通じて心身ともにすばら

しい人間に育ってほしいと願いを込め、子供達をはじめ一般市民に対して、スポー

ツ全般の普及ならびに発展、及び環境問題を含め、スポーツに関連したさまざまな

問題を解決する事業を行うことにより、広く社会に寄与することを目的とする。 

 

 （２）実施内容 

ア. 子供向け競技用自転車体験及び乗り方教室の開催 

補助事業計画の２年目にあたる平成２４年度は「めざせ！未来のオリンピックメダ

リスト in ○○」の名称で開催した。 

メカニックによりきちんと整備され、かつ子供達の体格に合った安全性の高い特注

の小径レーサー等を一般市民に無料で貸し出した。 

昨年度補助金で製作した自転車や借上げの自転車及びスポンサーより提供していた

だいた自転車を加えることにより、すべての希望者にフィットしたサービスを提供

した。また講師による的確な技術指導や安全指導を行なった。 

乗り方教室では、自転車に乗れない子供達を対象に、スタッフと保護者等が一体と

なり、ペダルの付いていない幼児用ランニングバイクなどを利用して、短時間でバ

ランス感覚を体得させ、その後自分の自転車や小径の自転車に挑戦することを実施

した。そして、乗れるようになった子供たちには、認定証を後日発送した。 

競技用自転車体験者だけではなく、乗り方教室でもヘルメットの着用を義務付けた。 

また、会場にはＡＥＤ（自動体外式除細動器）を準備し、もしもの時迅速な応急手

当ができるように努めた。 

８月の武雄会場では市役所と連携し、地元警察署による交通安全教室も実施された。 
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イ．専門スタッフの派遣協力及び新人の教育・育成事業 

５月から１０月までの耳納連山ヒルクライムシリーズ全６戦にメカニックを派遣し、

スタート前の点検を実施することにより、安全な大会運営に協力した。 

受付集合場所では、周辺に投棄されたゴミの回収を参加者やスタッフにより自主的

に行なった。 

 

ウ. 不法投棄自転車や空き缶等の回収作業 

筑後川水系の下弓削川周辺で河川などに捨てられた自転車類の水中からの引き上げ

を８月２６日及び１０月１４日に実施した。 
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２ 予想される事業実施効果 

ア．子供向け競技用自転車体験及び乗り方教室の開催 

競技用自転車体験における 20インチ・24インチなどの子供用ピストレーサーやピス

トロードレーサーは、世界を含め他ではあまり眼にできず、恵まれた環境の競輪場

を有効利用して、子供たちにいち早くスポーツとしての自転車に興味を持ってもら

える機会を作ったと考える。また講師による的確な技術指導や安全指導は子供たち

のみならず保護者にも高評価を得るとともに競技力向上や体験者の競技への関心に

繋がった。 

本格的な競技用自転車の多種多様なサイズを揃えたことは、成長期で体格に幅があ

るほとんどの年代の子供達に適応でき、比較的短時間でピストレーサーに乗れるよ

うになる。早い段階で体験してもらうことは今後の自転車競技普及には大きな成果

が見込める。傍で実施している乗り方教室では、競技用の自転車を体験している子

供達を見て、自分もはやく自転車に乗れるようになり、カッコいい競技用自転車に

乗ってみたいという意欲に繋がっている。事実、まだ乗れないのに競技用を選択す

る子供たちもいるくらいである。 

乗り方教室では、自転車に乗れなかった多くの子供達が安全に無理することなく、

スムーズに短時間で自転車に乗れるようになった。もちろん、チャレンジした子供

たち全員が乗れるようになったわけではないが、あらゆるスポーツに繋がるバラン

ス感覚を養う点では、成果があがった。 
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ヘルメット着用や交通安全教室は、交通ルールの徹底やマナー向上につながっただ

けではなく、自分達のためであることを自覚してもらった。 

また、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を準備するようになったことで、スタッフ内

にも意識が高まり、現在ではスタッフの多くが講習会を受講するなどして、救命技

能を修得している。 

専門的な競技用自転車を体験したり、自転車に乗れない子供たちが乗り方教室によ

り乗れるようになることは、たとえ自転車競技に進まなくても、バランス感覚を向

上させることでスポーツ全般の普及に繋がり、体力アップと心のゆとりが生まれる

効果が予想される。 

交通ルールやマナーを指導したり、ヘルメットをかぶることが自然にできているの

で、子供たちが成長してからの効果にも期待したい。 

また、会場にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を準備するようになったことは、一般

市民参加者への信頼を得る一因となっている。今後スタッフのみならず、一般市民

の救命技能の習得も推進し、思いやりのある市民が増えることを期待したい。 

 

イ．専門スタッフの派遣協力及び新人の教育・育成事業 

メカニックを配備することにより、参加者は体力面のみならず、メカトラブルにも

気を使うようになり、事故やトラブルを最小限に抑え安全性を高めることができた。

整備されたマシンの使用は、競技に集中でき競技力向上にも繋がっている。 

参加者が安心して自転車を楽しめると好評だった。 

メカニックの配備は、メカをあまり得意としない参加者にとって、相談することに

よりスタート前の不安を払拭でき解決に繋がる。安全が確保されることは、競技力

向上や普及に繋がり、競技人口の増加に効果が望めることが予想される。 

 

ウ. 不法投棄自転車や空き缶等の回収作業 

実際に河川に入っての回収活動は危険も伴うが、錆付いて泥にまみれた自転車等が

取り除かれた河川は水を運ぶ機能のみならず、景観も取り戻している。 

活動後、参加者によってモラル向上を目指す意見が交換されたことは、一般市民の

意識が変わって成果が上がっている。 

回収作業を行なった地点は湧き水も流れ込み、魚たちも生息する地点です。 

活動を続けていくことで一般市民への理解と自覚が生まれ、今後不法投棄される自

転車の数は減少し、自然を取り戻すことができると予想される。 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

 

  なし 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動法人 育てよう未来のオリンピックメダリスト 

住   所： 839-0811 

      福岡県久留米市山川神代1-8-17 

代 表 者： 理事長 岩井 正二郎（イワイ ショウジロウ） 

担当部署： 事務局(ジムキョク) 

担当者名： 理事長 岩井 正二郎（イワイ ショウジロウ） 

電話番号： 0942-80-1666 

F A X： 0942-44-3771 

E - m a i l： npo.olympic-medalist.since-2010@iwa.bbiq.jp 

U R L： http://npo-olympic-medalist.jimdo.com/ 
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